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凸と凹の花器, 2008.6
パターンのバリエーション
Product design research of 3R+L
Optimization of quantity, a form, 
validity, and a product life cycle is aimed at.
量、形、効果と製品ライフサイクル
の最適化を目指して
　凸と凹の花器
　110×110×40㎜の基本ブロックを一筆描きのように切抜き、そ
れをφ20㎜の試験管のスタンドとすることでインテリア性と経済性
の両面を持ち合わせた花器の提案。
　ある形態に描かれた図を切り離した時、それまで「地」であった
ものがまた「図」と認識できる。
　この様な人間の性質を利用すれば、一つの基本形から無駄な
く同価値の2つのカタチを作り出すことが可能となる。基本形を四
角形とすれば機械加工により容易に製作の準備ができ、内側の
切抜きを工夫することで抽象的にも有機的にもデザインをコント
ロールできる。
コンピュータ入力装置, 2008.12
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　コンピュータ入力装置
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3つに分かれたパーツはそれぞれに交換可能となっている。
取り外せることにより洗浄、修理、新デザイン対応が可能。
3Rの考え方+ロングライフ（最も基本であるべき要素）
Outer shell に穿たれた開口は省材料化に貢献でき、
グラフィックスとしてもインパクトを持っている。
